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年号：1982年 

月日：7月～8月 

災害名：昭和 57年 7月豪雨と台風第 10号〔長崎大水害〕の概要 

 

本明川位置図 

 

 

 

  

出典：国土地理院 

本明川
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【昭和 57年 7月長崎大水害の概要】 

・前線の北上に伴い、本明川流域では 23 日の夕方より降雨が始まり、夫婦木では、23 日

20～21時の 1時間雨量 114mm、同日 17時～日 17時までの 24時間雨量が 472㎜という記

録的な雨量となった。 

・裏山地点では、HWL まで 0.61m の高さまで上昇し、一部堤防の低い箇所からの溢水が生

じた。 

 

▼昭和 57 年 7 月長崎大水害による本明川流域の被災状況 

死者 3名 
家屋の全半壊戸数 13戸 
浸水家屋 2,408戸 

出典：本明川水系河川整備計画（変更）（平成 28 年 3 月） 

[国土交通省 九州地方整備局 長崎河川国道事務所] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本明川における水害リスクと流域治水の事例について 

[国土交通省 九州地方整備局 長崎河川国道事務所（R2.9）] 
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▼本明川水系既住洪水の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本明川水系河川整備計画（変更）（平成 28 年 3 月） 

[国土交通省 九州地方整備局 長崎河川国道事務所] 

 



4 

 

 

 

  

長崎県長崎市位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
出典：国土地理院 

長崎市 
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【長崎大水害（昭和 57年 7月豪雨と台風第 10号）の概要】 

・1982年(昭和 57年) 7 月 23 日～25日にかけて、長崎県南部を中心に記録的な豪雨とな

り、多数の死者・行方不明者を出した大災害「長崎大水害」が発生した。（全体では 7月

～8月にかけて続いたとされる） 

・人的被害は、長崎県で死者 294 名、行方不明者 7 名、大分県で死者 7 名、宮崎県で死者

2 名となった。建物被害は、全壊 584 棟、半壊 954 棟、床上浸水 17,909 棟、床下浸水

19,197 棟、被害額は 3,150 億円に達した。当時の長崎県の当初予算が 4,097 億円であっ

たことを考慮すると、その 77%に当たる資産が数時間のうちに失われたことになる。 

・その他、崖崩れが長崎市で 583 箇所、長崎県で 4,457 箇所。地すべりが長崎市で 320 箇

所、長崎県で 1,292箇所発生した。 

 

・長崎市付近では 1 時間当たり 100

ｍｍ前後の強い雨が３時間も降り

続いた。西彼杵郡長与町では、７

月 23 日 19 時～20 時の 1 時間に

187ｍｍの降水量を観測した。こ

れは 1 時間降水量としては観測史

上第一位の記録である。 

・長崎豪雨災害は、土砂災害と河川

氾濫による災害の二面性を持ち、

犠牲者の約 90％が土砂災害による

ものだった。 

・７月 23 日 20 時～21 時、河川氾濫によって市街地が冠水し、建物の地下室への浸水被

害が生じた。長崎市内の各所で停電し、さらに、ガス管折損によるガス漏れ事故も続発

した。土砂崩れ等による死者は、この間に集中している。 

  

出典：長崎県 HP ▲最大 1 時間降水量図 
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▲国道 34 号(芒塚付近)の大規模崩落の状況 
崖崩れや土石流など土砂災害が発生した箇所は、長崎県内で 4,457 箇所にものぼった。           

出典：長崎県 HP 

提供：国土交通省長崎河川国道事務所 
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▲１地区で 37 名の方が犠牲となった川平地区の土石流災害（浦上川水系）           

出典：長崎県 HP 

▲中島川の氾濫により一部流出した国指定重要文化財の眼鏡橋           

出典：長崎県 HP 
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【長崎大水害記念塔：長崎市浜町】 

・長崎市の繁華街である浜の町（思案橋電停付近）においても、長崎水害により、多大な

浸水被害が生じた。河川氾濫により 2 メートル近く冠水し、逃げ遅れた人は電話ボック

スやバス停の屋根に上ったり、電柱にへばりついて必死に難を逃れようとした。 

・流され出した路線バスの屋根から決死の避難をしたケースもあり、突然の豪雨による出

水で逃げ遅れた人は必死の対応を迫られた。 

・被災から 2年後の昭和 59年 5月、長崎中央ライオンズクラブは、浜の町アーケードと周

辺地区の復興の精神をたたえる長崎大水害記念塔を建設した。記念塔には浜町の冠水水

位が刻まれている。 

 

  

▲長崎大水害記念塔の位置（長崎市浜町） 

 

▲浜町の思案橋電停付近にある「長崎大水害記念塔」 

 

長崎大水害記念塔 
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■長崎大水害記念塔の碑文 

「長崎の大水害は 過去 史誌によれば一六四七（正保四）年より数度にわたり 市民を

苦しめた。この度のは一七九五（寛政七）年いらい 実に二世紀ちかくを経ての集中豪雨 

異常な体験であった。 

あの時 一九八二（昭和五七）年七月二三日 この思案橋跡の地点の水位は一、五七メー

トル。人も車もものすべてが奔流の底に消えていった。恐怖。打撃。しかし 被災市民は 

その昔もそうであったように 黙ってつよく立ち上がった。 

誰をうらむこともない さあ復興だ と。 

いま思案橋の街の灯は 更にあかるい。 

この塔飾りには 長崎の港から未来に向かって大洋をこえようとする御朱印船を配した。

大水害復興の心意気を讃えるためである。（木津義彰撰）」 

 

 

 

 


